
平成 28 年度 横浜市市民活動支援センター（自主事業）中間振り返り 
事業実施団体名 

特定非営利活動法人  エティック 

事業名 

横浜市市民活動支援センター自主事業部門（補助事業：平成26年度～平成28年度） 
【テーマ】地域の課題解決に市民等が取り組むための支援を行う 

「地元企業を核とした地域課題解決力を高め合うコミュニティ作り」 

事業概要 

地域社会と継続的に関係性を育み、地域課題解決を担っていきたいと考える企業が、長期インターン

シップ生を受入れ、地域で企業と NPO、学校、商店街、自治会・町内会等が協働するモデル事例を作

る。平成 28 年度は、ケース企業 8 社の創出、3 か年の成果や企業の地域課題解決への参画を促すため

に何が必要か等の提言をまとめて発信していく。 
事業進捗状況 

１ モデルケースづくり：継続企業へのアプローチ 
 継続企業のうち、２社３名がマッチング、プロジェクトがスタート（①②）した。 
①(株)スリーハイ（学生 1 名）：町工場と地域をつなぐ「一般社団法人つづきっず、はい！」で、コ 
ミュニティハウス・学校・町工場等、子どもを真ん中に、まちをつなぐ活動等を予定 

②ソーホージャパン(株)（学生２名）：効率化に悩む NPO 法人向けのサービスを作成するため、ニー 
ズヒアリングを 9 月から開始（２ヶ月で 2 件を目標に実施予定）。結果を踏まえ、NPO に共通す 
る困りごとに沿ったマニュアル等を作成し解決策を NPO に提案する。 

③通信エンジニアリング(株) 町内会の要請を受け、機材のレンタルを試験的に開始。今後、仕組み 
を設けて継続可能な運用を検討する。 

 ④(株)安藤建設  杉田小学校と一緒に「ウメニー音頭を考えてまちを盛り上げる企画」が来年３月ま 
での学習で進行中。 

⑤五光発條(株) 昨年度から上瀬谷小学校との連携で始まった「児童向けの向上見学」を今年度も実 
施するため調整中。 

 
２ モデルケースづくり：新規開拓企業 

 現在までに、新たに 7 社の新規企業に訪問。うち４社で学生や地域とのコラボレーションに向け 
た動きが始まった。 
①鶴見区の化学工場（学生マッチング調整中）：近隣の再開発に伴う 300 戸の建築中大規模マンショ 
ンの住民と工場との関係構築プロジェクトを進行中 

②港南区の在宅医療クリニック（学生マッチング調整中）：医療を必要としている人がで安心し暮ら 
せる社会づくりのための「在宅医療と介護の連携システム構築プロジェクト」を進行中 

③磯子区の葬儀会社（学生１名）：介護系 NPO や地域ケアプラザ、区役所等との連携を進め、地域 
の高齢者の孤独死を防ぐ見守りについて話し合う会議を開催 

④港南区の卵の食品工場（学生１名）：地域住民や子どもたちのキャリア教育につなげる「工場見学」 
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の整備プロジェクトを進行中 
 
３ まちづくり作成会議 

 本年度も、継続企業が集まり相互理解を深め、協働への意識を高めるために開催する。（２月） 
主な意見交換内容 

（委員）このプロジェクトに参加している企業は、大まかに言ってどんなことを希望しているのか。新 
入社員を望んでいるとか、自分の会社だけでは世の中の流れに乗れないとか、街とつながりたいとか。 
いろんなレベルがある中で、そこをどう捉えているのか。 
（エティック）新入社員については企業の希望はあるものの難しいと伝えている。時代の変化の中で、 
「このままではまずい、どうしたらいいのだろう」と感じて他の分野の企業や NPO と組みたい、地域 
の課題解決に参加していきたいといったことを望んでいる。出会っていく中で個々の会社の視点では分 
からなかったことが分かる、顧客への接し方が変わる、若手のやる気が高まる、地域の人の企業を見る 
目が変わり感謝してくれる、その結果、会社全体としてのモチベーションが高まるといった副次効果も 
生まれている。導入目的は、純粋に地域とつながりたいと感じているところが大きいと思う。 
（委員）地域では、民生委員も含めて地域ぐるみで高齢者の安否確認をすごく丹念にやっている。葬儀 
会社との連携にしても、もう少し地域のリアリティを踏まえ、地域のすでにあるネットワークともっと 
連携することを踏まえたほうが良いのではないか。 
（委員）企業によって追求すべき課題もゴールもかなり違う。企業とのマッチングも苦戦しているよう 
だが、大事なのはエティックの一番強いところを生かしてのプロジェクトであるべきこと。学生が行く 
と中小企業が変わる、特に若手社員の人によい影響を及ぼすということをこれまでやってきたので、も 
っとそこに特化した方か良かったのではないか。今年度の課題をひとつひとつみても解決に 30 年位か 
かるものもある。学生が関わるのはほんの数か月間だ。そこの課題を切り分けるコーディネートをして 
いかないと。もう少し切り分けて、「学生が関わることでどうなるのか」という視点をプログラムに落 
としていくべきだと思う。 
（エティック）もともと中小企業へ学生の派遣による意識改革の部分は自主事業でやってきたので、 
本事業ではその先の地域課題解決に切り込みたかった。ご指摘のとおり、６ヶ月でどこまで責任を持っ 
てやりきれるかは常に念頭においてやっていきたい。 
（団体）新規の事業を４件も立ち上げたのはすごいことだ。どうやって７社中の４社の企業を開拓した 
のか、そのノウハウを教えてほしい。 
（エティック）ほとんどが経営者の方からの紹介による。最初に、学生はこれをここまでやる、エテ 
ィックはこの部分をこうサポートするといった点をしっかり伝えている。学生がいなくなったら地域を 
見てくれる方は誰かを最初に決めておくことも大事だと感じている。 
（委員）どのようにエティックとして学生に接しているのか。 
（エティック）最初の６ヶ月の目標設定をしっかり行う。毎日、日報を書いて企業の上司に出しても 
らうが、その日報をエティックも必ず目を通して関連情報を学生にメールしたりしながらサポートして 
いる。学生が悩んでいるときなど、場合によっては直接学生に会って現況を聞いてアドバイスしている。 
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